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＊プロジェクトの基本事項（例：開発期間、開発工数、制約条件など）を整理する





＊製品ビジョン、コンセプト、制約条件に対して、開発を行う上でどのような工夫・施策を実施してきたか、またその効果や達成状況に関して簡潔に整理する


	-　製品ビジョン、コンセプトに対する施策�-　システム要求に対する施策�-　製品実現における制約事項（納期、品質、コスト、再利用、開発メンバの知識・�　 経験など）に対する施策


　





＊開発を通して確認できた開発プロセス面、開発技術などの課題をもとに、次回開発における改善項目を整理する





＊生産性目標と実績を比較し、達成状況を評価する。計画と実績に乖離がある場合や過去の類似プロジェクトとの実績と乖離している場合は、その原因を分析し、今後の課題として整理する


	-　生産性目標値�-　生産性実績値�-　生産性の評価�-　今後の課題


　





＊開発を通して作成してきた成果物を一覧表などで整理する





＊システムの利用や運用の際の制約事項とその対応方法などを整理する





＊品質目標と実績を比較し、達成状況を評価する。計画と実績に乖離がある場合や過去の類似プロジェクトとの実績と乖離している場合は、その原因を分析し、今後の課題として整理する


	-　品質目標値�　　　　・要求定義、設計、実装工程での不具合検出率、レビュー実施率など�　　　　・テスト工程でのテスト密度、障害検出率、障害収束率など�-　品質実績値�-　品質保証の仕組み�-　品質の評価�-　今後の課題


　





＊工程（アクティビティレベル）の計画工数と実績工数を比較し、達成状況を評価する。計画と実績に乖離がある場合や過去の類似プロジェクトとの実績と乖離している場合は、その原因を分析し、今後の課題として整理する


	-　工程ごとの工数比（計画）�-　工程ごとの工数比（実績）�-　工数比の評価�-　今後の課題


　





＊ハードウェアとソフトウェアを含むシステム全体構成のブロック図（システム要求仕様書から引用）





＊コストと工数の見積りと実績を比較し、達成状況を評価する。計画と実績に乖離がある場合や過去の類似プロジェクトとの実績と乖離している場合は、その原因を分析し、今後の課題として整理する


	-　見積り予実差異�-　コスト予実差異�-　予実の評価�-　今後の課題


　








PAGE  

